
２．し尿処理関係 

し尿処理状況の推移（全体）を下表に示す。 
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（１）し尿処理形態別人口の推移 

し尿処理形態別人口の推移を図－１３に示す。公共下水道の普及により水洗化人口の割合が増加

している。令和４年度では総人口約 631 万人のうち、下水道人口が約 465 万人、浄化槽・コミュニ

ティプラント・集落排水施設等人口が約 155 万人であり、合わせて約 98%が水洗化処理されている。

汲み取りなどの非水洗化人口は、令和４年度は総人口の約 2%にあたる約 11 万人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-13 し尿処理形態別人口の推移 

 

（２）し尿処理状況の推移 

し尿処理状況の推移を図－１４に示す。 

公共下水道の普及により、市町村が収集・処理するし尿及び浄化槽汚泥の量は減少傾向にある。 

令和４年度の市町村処理の内訳は、し尿処理施設での処理が約 73 万キロリットル、下水道投入

が約１万 2千キロリットルとなっている。 

なお、海洋投入については、これを禁止する法改正に伴い、平成 18 年度には県内全ての市町村に

おいて廃止された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-14 し尿処理状況の推移  
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（３）し尿及び浄化槽汚泥の１人１日当たりの処理量の推移 

し尿及び浄化槽汚泥の１人１日当たりの処理量の推移を図－１５に示す。し尿及び浄化槽汚泥の 

合計の１人１日当たりの処理量の推移については、ほぼ横ばいで推移している。 

（１人当たりは、し尿では非水洗化人口、浄化槽汚泥では浄化槽・コミュニティプラント・集落排

水施設等人口、合計は非水洗化人口と浄化槽・コミュニティプラント・集落排水施設等人口の合計

値で計算している。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-15 し尿及び浄化槽汚泥の１人１日当たりの処理量の推移 

 

（４）し尿処理施設の推移 

各年度末におけるし尿処理施設の稼働施設数及び総処理能力の状況の推移を図－１６に示す。 

施設数の変化はほとんど見られないが、下水道や浄化槽の普及等により、し尿の収集量が減少し

ている影響から、施設の更新等を伴わない処理能力の見直しも見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-16 し尿処理施設の推移  
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